
「全国研in埼玉」実行委員会には3つの部会があります。各部には仕事の内容に合わせて作業班があります。名前と主な役割を紹介します。詳しい内容は実行委員会資料をご覧ください。 

10月6日（土）全体会 at さいたまスーパーアリーナ（さいたま市）   

10月7日（日）分科会 at 獨協大学（草加市）  

準備はここまで来た！各部最新レポート!! 

企画部：様々なイベントの案を検討して実施できるようにする部会。 

１)歓迎行事班：公式行事が始まるまで

の時間を使って、「ようこそ埼玉へ！」を

あらわすために埼玉らしさを前面にス

テージパフォーマンスを計画し実現する。

おおいに参加者をひきつけ盛り上げたい。 

 

２)交流会班：全体会の後、北は北海道、

南は沖縄まで全国からの参加者同士

（常連客も多い）の交流の場所を作り出

す。予算内（1500円）でどうやって空腹

と飲欲を満足させるかがポイント 

 

班員から：全国研参加は初めてですが、

地元で行うことにより実行委員会から参

加ができました。交流会班長を務めさ

せて頂き、創る楽しさと苦労の両面を

体験しています。 

 当初、会議の参加者はとても少なく大

変でした、最初の壁は会場探しと予算

でした。300人近いゲストを迎える会場

と、その方々に満足して頂ける料理と

飲み物が提供できるかが問題でした。

現在は多くの参加者があり、多彩なア

イデアと協力により、急速に話がまと

まってきています。 

 今後も『おもてなしの心』をキャッチフ

レーズに一致団結して成功に向けて、

頑張っていきたいと思います。（岩淵） 

 

3)保育班：保護者の参加を保障するた

めに大規模な保育場所を設置して楽し

い、安全な保育を計画、実行する。さい

たま中心部でも広い場所を確保したい。 

（コメントは次号で掲載） 

4) 記念品班：参加者全員に小さなお土

産をプレゼント。気持ちを伝える手作り

等 

5)埼玉紹介班：埼玉県の学童保育の

様子を伝える展示を計画中 

 

班員から：記念品担当班と埼玉紹介班

は実行委員としての人数がなかなか集

まらず、ついに合同班として動こう！と

いうことになりました。 

 記念品担当としては、全国の学童保

育関係者に全国研の記念として『も

らって嬉しい物・使える物』というコンセ

プトで県内の学童保育の指導員と子ど

もたちに作品を作っていただくことをお

願いしています。記念品担当班の成功

のためには、県内の指導員の皆さんの

知恵や力をお借りして、いかに素敵な

作品がたくさん集められるかにかかっ

ていると思います。 

 そして、指導員・子ども達の心のこ

もった手作りの品物を、全国の皆さん

の手元に無事に届けられるよう、ラッピ

ングにも心を込めて丁寧に扱っていこ

うと思っています。 

 埼玉紹介としては、会場の下見に行

き、会場の中にどのように紹介パネル

を置くかなど何度も何度も試行錯誤を

繰り返しています。当日はアリーナの

大型スクリーンで、紹介班で作成した

埼玉の紹介ＶＴＲを流すことになってい

ます。素敵な仕上がりになりました。埼

玉紹介班の成功のためには、紹介パ

ネルをどのように配置し、見やすく出来

るかということにかかっていると思いま

す。 

そのためにみんなで知恵を絞って案を

出し合い、あれやこれやと考えている

最中です。 

 

 両班の簡単な説明は以上ですが、全

ては全国研に来ていただいた皆さんに

『埼玉に来てよかった』と思ってもらえる

ように、気持ちを込めて残りの日程も力

を出し合っていきたいと思います。 

あってよかった学童保育！来てよかっ

た埼玉県！！を目指して頑張りましょう。 

（浜田） 

 

埼玉紹介班   

 埼玉県をいろんなかたちで参加者に

紹介していく為に準備を進めています。 

 紹介の1つ目は、全体会のさいたま

スーパーアリーナには大型スクリーン

があるので、県内の各地域で盛んなお

祭りや、観光名所、食文化などをＤＶＤ

にまとめてスクリーンで上映する準備を

しています。2つ目は、パネルを作成し

て会場に展示する為に、県指連協の

各沿線ブロックに学童紹介をお願いし

ています。 

 埼玉らしさをアピールできるようにと試

行錯誤しています。会場の下見を終え

てパネルのレイアウトをどのようにして

いくかを今思案中です。 

 パネルについては、展示の仕方でい

ろんな案がボツになり四苦八苦しまし

たが、何とか前が見えてきました。でも、

まだまだ参加協力者は募集中です。 

（伊藤） 

6)Ｔシャツ班：「全国研in埼玉」を記念し

て特注オリジナルＴシャツ（みけっちＴ

シャツ）実行委員は青色、要員さんは

緑色を全員着用したい。 

 

班員から：要員のみなさんに「これを着

てご一緒に頑張りましょう」と、Ｔシャツ

を差し上げたいと作成を始めた、Ｔシャ

ツづくり。やはりここは、坂内さんのみ

けっちしかないと、すぐにモチーフは

決まりました。しかし、作成のgoサイン

もなかなか出ず、デザインやチラシを

完成させるまでにも、何度も直しが入り

みなさんに大変な思いをさせてしまい

ました。 

 ただ、このことを通して、自分が何か

をしたいと発信したことに、こんなにも

多くの方々が力を貸して下さり、見守っ

てくださったことが本当にありがたく、得

難い体験でした。 

 Ｔシャツ作りの醍醐味は、様々な才能

を持った人たちの力が結集していると

いうことかな。その中で、オロオロして

いるだけの自分って！本当に情けな

かったです。 あとは一般販売のＴシャ

ツを完売させることに、全力を尽くしま

す。わたしの全国研ｉｎ埼玉は、Ｔシャツ

に始まりＴシャツに終わるような、気がし

てきました。（ながくら） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7)着ぐるみ班：所沢の岩崎指導員さん

製作のミケッチ着ぐるみ、埼玉県ゆる

きゃらのコバトンを全員着用 特別チー

ムにて適時登場させる。 

班員から：一番嬉しかった瞬間は坂内

先生に「good  job！」と言ってもらった

ときです。できるだけ原画に忠実にか

わいく！をめざして作っていましたが、

やはり着ぐるみの命は「目」。大きさや

位置を坂内さんに決めてもらったことで、

より原画のミケッチに近づきました。 

 特にこだわったのは耳の形や位置や

曲がり具合。それからヒゲ。子どもたち

が近づいても危なくなくて、ピンとさせ

るにはどうしたらいいかはいろいろアイ

デアを出しあいました。みんな職人さ

んのようなこだわりをもって制作にあた

りました。これからけん玉とか小道具も

増やしていく予定です。面白いアイデ

アやミケッチ着ぐるみ活用法があったら

お知らせください。ミケッチをよろしく

にゃ。（岩崎） 

 

8）お弁当班 

班員から：こんばんは。お弁当係り、豊

田です。お世話になります。 

お弁当係りの仕事は、皆さんに美味し

いお弁当を提供する。このことが最大

の仕事です。研修で疲れた頭をほぐし

てもらえるような、また、皆さんの心に

残るようなお弁当を提供できたらいい

な、と思っています。 

お弁当係り、また、係り以外でも協力し

てくださる方たちとともに美味しいお弁

当のために、頑張りたいと思います。 

（豊田） 

 前回、全国研に参加するのに「わが子の保育」をど

うするか、保護者会で話し合ったことがある。何のこ

とはない、いつもの土曜保育に子どもたちを預け、

残った保護者と指導員で見てもらった。そして、次の

日は交代。これも一つの支えだと思った。 

 今回も、保育の状況から、同じ悩みに頭を抱えるこ

とになりそうだけれど、各保護者会で土曜保育を手厚

くし、たくさんの参加者を送り出すのはどうだろう。

是非話してみて欲しいと思う。期待を込めて・・・

（小沢） 

おざわのひとりごと 


